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	①イベントによる普及・啓発事業
	リサイクルプラザの展示室では、「環境パネル展」と題してＳＤＧｓ・ゼロカーボンについて詳しくわかるパネル展示を展開し、一般来場者に向けて地球温暖化防止活動に関する普及啓発活動を行った。パネル借用先：長野県地球温暖化防止活動推進センター、長野市地球温暖化防止活動推進センター
	■活動内容一覧
	当ＮＰＯの活動を促進するうえで効果的な助成制度に１件応募し、１件が採択された。
	○令和２度長野市地球温暖化防止活動支援事業
	申請先：　長野市地球温暖化防止活動推進センター
	内　容：長野市では「低炭素で効率的な暮らし」「環境保全意識の高い暮らし」を望ましい姿とし（長野市地球温暖化対策地域推進計画より）、様々な活動を行っている。
	また、全国的にもリサイクルやゴミの減量化への関心が高まるようになるなか、本事業では、クイズ形式にしたエコカードとポスターを作成。リサイクルとごみの減量化について、また家庭での省エネの方法など、まずは子どもたちの目線で楽しめるように工夫した。カードは、おもにリユースイベントである「ながのおさがり交換会」の参加者に配布をした。工作教室では、親子参加で一緒に体験していただき、その知識を生活に取り入れ、エコでシンプルな暮らしにつながっていく提案をする目的として開催した。
	助成額：200,000円
	実施期間：令和２年11月７日～令和3年1月11日
	（２）地球温暖化防止に関する調査・研究事業
	①地域エネルギー事業者担い手育成事業委託業務
	長野県（環境部）からプロポーザルで受託した業務であり、平成25年度に「自然エネルギー人材バンク＆情報データベース」を構築し、平成26年度から同システム（ホームページ）の維持管理を行ってきた。なお、令和２年度末で本業務は終了となった。
	長野県では、自然エネルギー事業の立ち上げから事業実施・維持管理までの技術的、制度的、経営的知見等を有する人材と、地域の担い手とを結びつける中間支援機能の一つとして、県内外の先進的な自然エネルギー事業に携わる専門家や有識者等の人材バンクシステムを構築するほか、関係法令等が整理された情報データベースを構築し、ホームページで公開している。
	②自然エネルギー信州ネット、関係協議会等の運営支援
	①長野市緑と花いっぱいの会運営支援
	長野市緑と花いっぱいの会は、４９会員（24団体）の会費で会の運営し、公共花壇を中心とした地域住民による緑化活動を展開している。また、一般財団法人ながの緑育協会が行う春と秋の育苗作業に参加協力するなど、長野市の緑育の重要な役割を担っている。
	（６）自然エネルギー・地球温暖化防止・緑化推進に関する活動支援
	（７）環境保全に関する施設・装置の企画・設計・施工・監理に関する事業
	①森のエネルギー推進プロジェクト
	（８）公共施設の維持・管理・運営を行政と協働で行う事業
	①指定管理者プロジェクト
	（９）その他
	（１）温暖化防止対策に関する普及、啓発を図る事業
	②ＮＰＯ活動促進プロジェクト
	当ＮＰＯ法人の活動を促進するために有利な助成制度や委託事業等を情報収集し、活動財源確保や実績づくりに役立つように検討する。また、会員拡大や会員のプロジェクト支援にも取り組む。また、地域エネルギー担い手育成業務等にも取り組む。
	・長野県「令和３年度　地域発　元気づくり支援金」に申請し、交付内示があった（4月28日付）。
	①県産材利用プロジェクト
	①自然エネルギー信州ネット、関係協議会等の運営支援
	自然エネルギー信州ネット（会員、監事）のほか、事務局を務める地域協議会「自然エネルギー長野北信地域協議会」、「長野市自然エネルギー普及協議会」の運営に協力する。地域協議会では、セミナー・情報・意見交換会、見学会のほか、広報・普及啓発ツールを活用した広報活動を行う。
	①長野市緑と花いっぱいの会
	長野市緑と花いっぱいの会の事務局として、会員の運営する公共花壇を支援しつつ都市緑化の実践活動に取り組むとともに、会員の知見を高めながら都市緑化推進の普及啓発に取り組む。また、引き続き、一般財団法人ながの緑育協会が行う育苗活動について支援・協力を行う。
	（５）自然エネルギー・地球温暖化防止・緑化推進に関するセミナー・シンポジウム・ワークショップの企画・運営
	開催可能なプログラムを検討し、実施する。
	（６）自然エネルギー・地球温暖化防止・緑化推進に関する活動支援
	地球温暖化防止等に関連する活動についての支援が要請された場合、職員または会員等により、当ＮＰＯの知識と技術をもって活動を支援する。
	（７）環境保全に関する施設・装置の企画・設計・施工・監理に関する事業
	①森のエネルギー推進プロジェクト
	（８）公共施設の維持・管理・運営を行政と協働で行う事業
	①指定管理者プロジェクト

